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　４月を迎え、自分は何を大切にし、どんなこ
とに力を注ぐのか、考える人も多いと思います。
　皆さんはご存じでしょうか。ヘレンケラーが
尊敬する日本の偉人として紹介した塙保己一を。
塙保己一は江戸時代後期に活躍した全盲の学者
です。日本のさまざまな分野の貴重な文献を集
め、正しいものだけを種類別に編纂。「自分の
道はこれしかない」と学問の夢を諦めず努力し
ました。目が見えないため、教師の話や人が読
んでくれた内容を耳で聞いて暗記しました。こ
の頑張りには、「好きな道を目指すのは結構な
こと」と励ます温かい師匠の言葉や周りの人々
の理解と協力がありました。
　私たちの周りには、困難を抱えながらも懸命
に生きている人がいます。そして自尊心を失わ
ず、夢や希望に向かって努力を続けている彼ら
の隣には、理解ある誰かの存在があると思われ
ます。「あの人のあの言葉があったから、一歩

踏み出せた」という経験をした人はたくさんい
るのではないでしょうか。気が付けば、多くの
人に支えられていたと自覚することがあります。
　人は、人とのつながりの中で成長していくも
のだと思います。当たり前のようですが、私た
ちは普段、その大切さを意識しながら励まし合
ったり信頼関係を築いたりする機会が意外と少
ないのかもしれません。だからこそ、この時期
から、隣の誰かを意識して歩みを進めてみては
いかがでしょうか。
　「若いときは自分のために時間を使い、年を
重ねると他の人に時間を使うように」と、ある
方が語りました。西脇市には「温かな人情」が
日々の暮らしの中に感じられます。これからも
その良さを大切にしながら、他者を思いやる心
を持ち続けていきたいものです。
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西脇市最大級のグルメイベント「肉バ
ル」に市内外から約６千人が来場

【西脇市動植物生態調査研究グループ】
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ギフチョウ

　
　日本固有種で、本州の
みに生息しています。羽を広げた大きさは５
㌢前後で、黄色と黒のしま模様になっていま
す。名前の由来は、明治16（1883）年に岐阜
県下呂市金山町で初めて採集されたことから
「ギフチョウ」と命名されました。岐阜県で
は条例で捕獲や採取、殺傷、損傷することが
原則禁止されています。
　幼虫はカンアオイ類を食草とします。成虫
がカタクリの花の蜜を吸う姿は極めて美しく
感じます。まさに「春の女神」です。
　西脇市でもかつてはあちこちでたくさん見
られましたが、里山の開発などの影響で食草
も少なくなり、その姿は限られてきました。
今後は、里山林の保全をしながら大事に見守
っていきたいものです。
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。

　　　  記徳碑原本 飛田安兵衛翁記徳碑

みんなでまちづくり―市民の皆さんのまちづくり活動―

　西脇未来予想図の会は、結婚を望む独身男女が出会
う場を提供し、西脇市での結婚・定住の促進を目的に
活動しています。
　２月に開催した「第20回出
会いのパーティー」では、独
身男女26人がイチゴ狩りやビ
ンゴゲームを通じて交流し、
５組のカップルが誕生しまし
た。パーティー後もカップル
と連絡を取り、世話人としてサポートしていく予定で
す。

　今後も継続した婚活事業を
通じて素敵な出会いを提供し、
西脇市で新たな家庭を築く喜
びを知ってもらいたいと奔走
しています。

～西脇未来予想図の会の紹介～
独身男女の「世話人」として素敵な出会いをサポート


